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春
の
長
島
に
花
開
く

　

3
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
夢
追
い
長

島
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
サ
ブ

会
場
で
は
、
見
ご
ろ
の
花
々
が
、
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
３



長
島
町
合
併
５
周
年
記
念
式
典

　

長
島
町
合
併
５
周
年
記
念
式
典

が
３
月
20
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
合
併
5
周
年
の
あ

ゆ
み
と
し
て
、「
夢
に
挑
戦　

輝

け
明
日
へ　

長
島
町
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
放
映
さ
れ
、
来
場
者
は
た
く
さ

ん
の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
辞
で
川
添
健
長
島
町
長
は

「
合
併
5
周
年
を
迎
え
、
本
日
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
、
大
変
感
謝
し
ま

す
。
本
町
で
は
合
併
後
、
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
取
り
入
れ
、
今
後
と

も
、
こ
れ
以
上
に
拍
車
が
か
か
り

ま
す
よ
う
協
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

特
別
功
労
者
表
彰
で
は
、
地
方

自
治
部
門
、
教
育
文
化
部
門
、
社

会
福
祉
部
門
、
一
般
篤
行
部
門

で
、
16
人
と
２
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
賓
で
は
、
鹿
児
島
県
知
事
代

理
の
服
部
正
人
北
薩
地
域
振
興
局

長
、
鹿
児
島
県
議
会
議
長
代
理
の

中
村
眞
人
県
議
会
議
員
、
皆
吉
稲

生
衆
議
院
議
員
、
小
里
泰
弘
衆
議

院
議
員
、
野
村
哲
郎
参
議
院
議
員

が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
片
山
虎
之

助
参
議
院
議
員
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
の
国
政
と
地
方
自
治
」
の
演
題

で
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
、
国
会

を
交
え
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

話
に
、
来
場
者
は
笑
顔
で
耳
を
傾

け
、
会
場
内
は
た
く
さ
ん
の
拍
手

に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
式
典
に
先
立
ち
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
黙
と

う
を
さ
さ
げ
、
一
日
も
早
く
復
興

で
き
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

★
５
周
年
記
念
特
別
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

       （
敬
称
略
）

［
地
方
自
治
部
門
］

　

旧
長
島
町
長

　
　

島
崎　

親
雄

　

前
長
島
町
副
町
長

　
　

川
﨑　

鐵
夫

　

前
長
島
町
副
町
長

　
　

大
堂　

定
憲

「
夢
に
挑
戦　

輝
け
明
日
へ　

長
島
町
」

１． 式 辞 を 述 べ る 川
　添健長島町長
２． 特 別 功 労 を 受 賞  
　 し た 島 崎 親 雄 元 長
　島町長
３． 大 勢 詰 め 掛 け た
　会場内
４． 片 山 虎 之 助 参 議
　 院 議 員 に よ る 記 念
　講演３

２ １

　

元
長
島
町
議
会
議
員

　
　

福
嵜　

久
義

　

元
長
島
町
議
会
議
員

　
　

上
平　

叶

　

元
長
島
町
議
会
議
員

　
　

兒
島　

金
二

　

元
長
島
町
議
会
議
員

　
　

橋
元　

一
登

　

元
長
島
町
議
会
議
員

　
　

荒
川　

和
昭

　

元
長
島
町
農
業
委
員
会
会
長　

　
　

増
田　

義
勝

　

元
長
島
町
農
業
委
員
会
会
長　

　
　

井
手　

初

　

元
長
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

　

員
長　

柳　

忠
臣

　

元
長
島
町
監
査
委
員

　
　

小
﨑　

忍

　

元
長
島
町
自
治
公
民
館
連
絡
協

　

議
会
会
長　

上　

傅

［
教
育
文
化
部
門
］ 

  

元
長
島
町
教
育
委
員
会
委
員
長

　
　

西　

一
聲

　

元
長
島
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

　

協
議
会
会
長　

大
迫　

政
喜

　

長
島
町
体
育
協
会
剣
道
部

4

［
社
会
福
祉
部
門
］

　

元
長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員

　

協
議
会
会
長　

入
口　

二
男

［
一
般
篤
行
部
門
］

　

長
島
町
建
友
会
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手
作
り
の
花
祭
り
で「
お
も
て
な
し
」

合
併
５
周
年
記
念
事
業
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

１２

６５

４３

１．メイン会場入口の花ばな　２．メイン会場に設置された造形物　
３．町関係者と来賓によるテープカット　４．貝殻をあしらった花壇　
５．約 1000 人が集まった大盛況のアンパンマンショー　
６．柴さとみの「寄せ植え教室」

　

３
月
20
日
か
ら
、
町
民
一
人
一

人
が
手
が
け
た
花
祭
り
「
夢
追
い

長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
長
島
町
文

化
ホ
ー
ル
周
辺
の
メ
イ
ン
会
場
、

そ
し
て
太
陽
の
里
周
辺
と
針
尾
公

園
周
辺
の
サ
ブ
会
場
で
は
連
日
、

手
作
り
の
花
祭
り
を
一
目
見
よ
う

と
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
あ
い
に
く

の
雨
の
中
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、
町
関
係
者
の
ほ
か
、
片
山
虎

之
助
参
議
院
議
員
、
伊
藤
祐
一
郎

鹿
児
島
県
知
事
が
来
賓
と
し
て
参

加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ー
」
や
「
柴
さ
と
み
の
寄
せ

植
え
教
室
」
が
行
わ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
が
大
勢
詰
め
か
け
ま
し

た
。
メ
イ
ン
会
場
周
辺
に
は
、
長

島
の
特
産
品
を
販
売
す
る
出
店
が

な
ら
び
、
来
場
者
は
、
た
く
さ
ん

の
お
土
産
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
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長島町から義援金
　　　1111 万 2 千円

　

長
島
町
で
は
、
今
回
の
東
日
本

大
震
災
被
災
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
次
の
と
お
り
被
災
者
支
援
を

行
い
ま
す
。

◆
町
義
援
金
の
予
算
化

　

１
千
円
×
1
万
１
１
１
２
人

　
［
平
成
22
年
度
国
勢
調
査
速
報
人
口
］

　　

公
的
機
関
を
通
じ
て
、
日
本
赤

十
字
社
に
送
金

◆
町
内
出
身
者
生
活
支
援

　

住
宅
に
多
大
な
被
害
（
全
壊
、

半
壊
）
を
受
け
た
長
島
町
出
身
被

災
者
に
対
し
て
、
生
活
の
速
や
か

な
復
興
を
図
る
た
め
、
被
災
者
の

生
活
再
建
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
被
災
者
が
自
立
し
て
安
心
な
生

活
が
で
き
る
ま
で
の
当
分
の
間
、

生
活
費
と
し
て
支
援
金
を
支
給

②
被
災
地
か
ら
の
交
通
費
を
実
費

支
給

③
被
災
者
に
公
営
住
宅
（「
太
陽

の
里
」
ケ
ビ
ン
７
棟
）
を
無
償
提

供

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

◆
義
援
金
箱
の
設
置

　

町
内
14
カ
所
に
義
援
金
箱
を
設

置
　
（
長
島
町
役
場
、
指
江
庁
舎
、

Ｊ
Ａ
東
事
業
所
、
Ｊ
Ａ
長
島
事

業
所
、　

Ｊ
Ａ
平
尾
出
張
所
、
Ｊ

Ａ
川
床
出
張
所
、
長
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
長
島
町
社
会
福
祉
協

議
会
支
所
、
東
町
漁
協
、
北
さ
つ

ま
漁
協
長
島
支
所
、
だ
ん
だ
ん
市

場
、
太
陽
の
里
温
泉
セ
ン
タ
ー
東

泉
望
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
椿
の
湯
、

鷹
巣
診
療
所
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

↑役場カウンター前に置かれた義援金箱 被災者に提供される「太陽の里」のケビン↑

「東日本大震災」の被害にあわれたかたがたに対して、心よりお見舞い申し上げま
す。一日も早く復旧されますことを心からお祈りいたします。　　　　　長島町

東日本大震災平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算
内
訳
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平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算
内
訳

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

　

平
成
23
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
３
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
開

か
れ
、
16
日
の
最
終
本
会
議
で
平
成

23
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
86
億
８
１
３
６
万
６
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初
予

算
は
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、
6

月
補
正
予
算
と
比
較
す
る
と
約
４
・

０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
赤
潮
対

策
等
施
設
整
備
事
業
の
導
入
に
よ
る

農
林
水
産
業
費
の
増
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
や
温
泉
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

の
導
入
に
よ
る
商
工
費
の
増
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お

り
で
す
。
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

構
成
比
は
12
・
４
％
で
、
自
主
財
源

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

総
額
86
億
８
１
３
６
万
６
千
円
を
計
上

グラフ１

地方交付税  50.7％
4,399,469 千円

町債  12.7％
1,098,900 千円

国庫支出金  10.1％
877,564 千円

県支出金  11.9％
1,031,046 千円

地方譲与税  0.8％
72,309 千円

地方消費税交付金  1.0％
85,216 千円

その他  0.4％
37,260 千円

町税  8.7％
756,286 千円

分担金及び負担金  1.9％
168,486 千円

その他  1.8％
154,830 千円

歳入合計
8,681,366 千円

依存財源  87.6％
7,601,764 千円

自主財源  12.4％
1,079,602 千円

グラフ２
農林水産費  14.3％
1,245,354 千円

民生費  26.7％
2,314,977 千円

土木費  11.4％
986,398 千円

公債費 17.4％
1,511,463 千円

総務費  8.7％
759,082 千円

衛生費  6.3％
546,995 千円

商工費  1.4％
117,881 千円

消防費  3.3％
283,053 千円

議会費  1.5％
133,951 千円

予備費  0.2％
20,000 千円

歳出合計
8,681,366 千円

教育費  8.8％
762,212 千円

歳
出

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構

成
比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、

民
生
費
26
・
７
％
、
公
債
費
17
・

４
％
、
農
林
水
産
業
費
14
・
３
％
、

土
木
費
11
・
４
％
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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公用車購入 1,170
鷹浦地区簡易水道再編推進事業 71,500
西部地区簡易水道再編推進事業 99,504
鷹巣の集落排水施設の管理費 29,004
汐見の集落排水施設の管理費 3,755
幣串の集落排水施設の管理費 6,382
旧長島町地域の浄化槽設置事業 77,696
◎農林課
ふれあいの郷修繕料 5,200
マンダリンセンター等施設指定管理の委託 12,341
イノシシ電気柵設置補助 905
認定農業者の規模拡大補助 1,600
水田裏作利用作物試験栽培の委託 800
獅子島地区新規作物導入事業の作付委託 2,766
玉ねぎ作付推進補助 1,000
農業制度資金の利子補給 3,722
農畜産物処理加工施設、畑作農産加工施設、農
林水産物処理加工施設の管理経費 7,459

耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保する
ための交付金 50,317

認定農業者等担い手育成対策 1,276
スクミリンゴガイの駆除 2,834
優良繁殖雌牛導入事業及び保留事業の補助 1,200
長島牛銘柄確立対策の補助 2,000
有害鳥獣捕獲の補助 4,783
緊急間伐促進事業の補助 2,500
森林組合、森林整備公社への補助 7,200
町有林除間伐の委託 4,080
有害鳥獣の生息状況調査、捕獲技術指導の実践 13,060
集落所有の入会林野の所有権を現存者の転換す
るための経費 3,561

林道の維持管理経費 3,287
林道五郎地平線の開設 46,451
◎耕地課
農地深耕の補助 3,750
農地造成の補助 5,200
農地客土の補助 4,000
暗渠排水の補助 150
干害対策の補助 2,000
農道の維持管理経費 34,488
蔵之元射場地区の道路改良 12,004
農地・水保全管理支払交付金（矢堂、田尻、唐隈、
蔵之元、汐見） 1,236

土砂崩壊防止事業　真砂地区 16,600
土砂崩壊防止事業　鍋山地区 4,502
◎建設課
道路台帳の整備委託 11,000
町道及び国道 389 号の維持管理経費 30,679
平尾浜漉線の整備 56,490

萩之牟礼茅屋線の整備 45,902
山門野汐見線の整備 66,602
鷹巣杉ノ段線の整備 46,102
行人岳線の整備 35,902
町道の整備（川床加世堂線、川床市来崎線、蔵
之元柳原線、平駄線、蔵之元野繰線、指江米山線、
広野汐見線、平尾浜漉線、御所浦線、藤之元口
之福浦線、南母良木線、小田海岸線、指江川内線）

322,005

河川等の不法投棄物処理 19,660
浜漉港・小浜港の野積場舗装 15,000
脇崎港・赤崎港の新たに生じた土地の調査委託 1,500
城川内港の物揚場等の整備、唐隈港・諸浦港の
測量設計 85,202

本浦港・脇崎港・浦底港の野積場舗装 20,000
公営住宅・町営住宅の維持管理経費 2,068
公営住宅建設のための設計委託及び地質調査 5,619
諸浦港可動橋の維持管理経費 4,975
◎教育総務課
教職員住宅の環境整備 11,341
鷹巣小教室床補修、川床小グレーチング設置、
田尻小受電設備屋根交換、城川内小フェンス改
修、汐見小体育館防護枠改修等

4,210

田尻小体育館屋根防水工事、鷹巣小・平尾小校
舎耐震補強工事 29,860

川床中教室照明器具改修、獅子島中フェンス改
修、平尾中体育館白蟻駆除等 1,951

教科書改訂に伴う教師用指導書の購入 3,685
理科教育振興備品の購入 3,750
遠距離通学児童・生徒への補助 3,021
準要保護児童・生徒への援助 10,971
スクールバスの管理経費 3,129
鷹巣幼稚園倉庫白蟻駆除、幣串幼稚園空調設備
設置等 650

私立幼稚園の保育料補助 10,508
私立幼稚園と公立幼稚園との格差解消のための
保育料の一部補助 1,955

学校給食センターの運営経費 53,805
学校給食センターの改築 154,520
◎学校教育課
英語指導助手の設置 9,995
◎社会教育課
英会話教室の実施 1,823
一家一花運動の実施 526
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級委託 2,370
開発総合センター会議用机の更新 1,108
放課後児童健全育成事業 3,461
劇団四季公演、子ども芸術劇場等 3,665
自治公民館対抗スポーツ大会、トライジョギン
グ大会、すいせんウォーク大会の委託 3,300

Ｂ＆Ｇ艇庫シャッターの取替 4,337

平成 23 年度当初予算分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（単位：千円）

↑
汐
見
漁
港
沖
の
赤
潮
避
難

　

漁
場
造
成
工
事

↑
改
良
が
進
む
町
道
萩
之
牟

　

礼
茅
屋
線
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  平成 23 年度当初予算

主な事業を紹介します
　平成 23年度の当初予算に計上された備品購入費や工事請負費、修繕費、補助金
などの主な事業を、各課ごとに紹介します。

平成 23 年度当初予算分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

◎総務課
行政連絡員活動費 14,761
防災行政無線管理費 12,556
サンセット長島の修繕料 2,142
役場玄関雨漏り補修 1,700
花嫁対策交流イベント 1,800
カーブミラー、ガードレール整備 2,000
県議会議員選挙費 7,887
消防団活動・運営経費 43,313
耐震性貯水槽設置 13,800
災害対策費 2,517
◎企画財政課
フォトコンテスト、広報ながしま等広報活動 3,515
ながしま造形美術展 13,000
バス路線・ダイヤ改正調査 3,000
巡回バス運行補助 17,050
乗合タクシー運行補助 960
自治公民館チャレンジ提案事業 10,000
空き家改修補助 3,000
男女共同参画、女性の声を町政に反映させる会 2,443
各地区のコミュニティーセンター管理費 1,947
風力発電施設の管理費 5,421
獅子島乗合バス運行経費 2,721
獅子島地区フェリー運賃補助 4,200
各種統計調査の経費 763
◎町民福祉課
民生委員活動費 4,577
社会福祉協議会運営費 9,539
独居老人等宅の樹木伐採 5,250
在宅介護支援センターの管理費 6,049
老人給食サービス事業 5,800
敬老祝い金の支給 4,446
高齢者等住宅の改造費助成 1,600
老人クラブの助成 1,924
シルバー人材センターの運営補助 1,990
子宝お祝い金の支給 8,610
ひとり親家庭の医療費助成 4,427
乳幼児の医療費助成 15,068
家庭児童相談 1,446
保育所の運営補助 415,298
延長保育、児童相談等の費用 32,375
放課後学童保育の運営補助 5,395
母子家庭への児童扶養手当給付 68,854
母子家庭への高等技能訓練の促進 3,484
母子家庭等の生活支援施設入所支援 2,114
子ども手当の支給 281,973
へき地保育所の運営費 8,820
長生園の管理費 47,066

◎保健衛生課
病院群輪番制の運営補助 3,379
乳児・妊婦検診委託料 7,706
エンジェル支援事業補助 400
保健センターの維持管理経費 2,044
乳幼児から老人までの予防接種 30,517
結核予防のためのレントゲン検診やＢＣＧ接種 1,825
がん検診等の委託 23,317
水俣病相談窓口の設置 2,267
メチル水銀の曝露を受けた被害者等のリハビリ、
デイサービス事業 27,729

道路、河川等の不法投棄物回収 46,702
海岸の不法投棄物回収 36,400
火葬場施設の管理経費 9,881
家庭ごみ収集運搬経費 136,159
し尿処理経費 48,967
出産育児一時金の支給 16,800
葬祭費の支給 1,200
居宅介護住宅改修費（要介護１以上） 4,500
介護予防住宅改修費（要支援１及び２） 2,700
高齢者紙おむつ支給（要介護４以上） 1,680
◎水産商工課
マダイ・ヒラメ等放流事業 6,352
水産物の広報、宣伝による販売促進補助 500
海峡おさかなグループ等の販売促進補助 500
赤潮避難漁場造成補助 425,000
漁業後継者の育成 2,339
おさかな祭り開催経費 2,000
水産物加工品開発委託 10,525
簡易漁礁作成 48,630
藻場造成事業 29,575
獅子島地区の漁業再生支援 17,232
蔵之元漁港の整備 80,812
商工業の振興 5,234
観光の振興 26,136
キャンプ場の管理経費 4,001
温泉センターの管理経費 40,247
長島町観光案内事業 8,316
公共施設の環境美化事業 18,080
◎景観推進課
毎床風車展望所整備事業 25,040
ぐるっとフラワーロード事業 20,000
フラワーコーディネーター育成事業の委託 7,116
花苗育苗・管理委託 6,092
◎総合管理課
ぐるっとフラワーロード事業 6,050
◎水道課
旧東町地域における浄化槽設置者に対する補助 32,275
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全国瞬時警報システム (J-ALERT: ｼﾞｪｲｱﾗｰﾄ ) 運用開始

「もしも」を想定して

Ｊ－ＡＬＥＲＴシステムの構成図

Ｊ－ＡＬＥＲＴのメリット

★メリット１　瞬時に情報を伝達できる（受信機まで１～２秒、放送開始
　　　　　　　まで平均 10 秒）
★メリット２　テレビやラジオをつけていなくても防災行政無線を通じて
　　　　　　　伝達される。
★メリット３　人手を介さずに状況に応じた多様な音声を放送できる。

　J-ALERT（ｼﾞｪｲ ･ ｱﾗｰﾄ） と は、 津

波警報や緊急地震速報、弾道ミサイ

ル情報といった対処に時間的余裕の

ない事態が発生した場合に、人工衛

星を用いて情報が送信されます。

　これは、町の防災行政無線を自動

起動することにより、国から住民ま

で緊急情報を直接、そして瞬時に伝

達する世界でも画期的なシステムで

す。４月１日から、状況に応じた多

様な音声を放送できるなど、システ

ム機能の向上が図られ、全国の都道

府県・市区町村に一斉整備されてい

ます。なお本町では、防災無線でお

知らせしますので、家族や職場など

で 放 送 が 流 れ た と き の 行 動 に つ い

て、確認しておきましょう。

◎問い合わせ先
　役場総務課消防防災係
　☎ 86-1111（内線 1220）
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鹿児島県隊の一員で出動指示
本町分遣所職員３人が緊急消防援助隊派遣

鹿児島県隊の車両 町長へ活動状況を報告する分遣所職員

想像を絶する被災地の状況

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
救

援
活
動
を
す
る
た
め
、
3
月
14

日
、
県
内
の
15
消
防
本
部
か
ら
、

消
防
応
援
制
度
に
基
づ
く
緊
急
消

防
援
助
隊
36
隊
１
０
８
人
が
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
も
、
東
・
長
島
両
分

遣
所
の
職
員
3
人
が
、
阿
久
根
地

区
消
防
組
合
の
5
人
の
一
員
と
し

て
緊
急
消
防
援
助
隊
鹿
児
島
県
隊

に
加
わ
り
、
陸
路
で
東
京
方
面
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

県
隊
は
4
日
間
か
け
て
被
災
地

の
石
巻
市
に
入
り
、
被
災
者
の
救

出
と
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

を
20
日
の
夜
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
町
中
が
が
れ
き

の
山
と
な
り
、
想
像
を
絶
す
る
光

景
に
、
自
然
の
驚
異
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　　

今
回
、
派
遣
さ
れ
た
東
・
長
島

分
遣
所
の
職
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
赤
﨑　

祐
樹
（
消
防
士
長
）

▼
中
村　

勇
三
（
消
防
士
長
）

▼
杉
原　

修　

  

（
消
防
士
）　
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国
民
健
康
保
険
の

加
入
や
脱
退
は
届
出
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱

退
や
住
所
、
氏
名
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か

ら
14
日
以
内
に
役
場
保
健
衛
生
課

（
鷹
巣
）、
ま
た
は
指
江
庁
舎
総
合

管
理
課
（
指
江
）
で
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
も
、

国
民
健
康
保
険
は
自
動
的
に
資
格

喪
失
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
国

民
健
康
保
険
証
と
勤
務
先
の
保
険

証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
遡
及
賦

課
）。
ま
た
、
保
険
証
が
な
い
の

で
届
け
出
の
日
ま
で
に
病
院
に
か

か
っ
た
医
療
費
は
、
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

○
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
あ
と
、
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
る

と
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し
た

分
の
医
療
費
を
返
納
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

国
民
健
康
保
険
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
６
４

こんなとき 届け出に必要なもの

国 民 健 康
保 険 に 加
入 す る と
き

ほかの市町村から長島町に転入してきたとき ほかの市町村からの転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国 民 健 康
保 険 を や
めるとき

ほかの市町村へ長島町から転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき 保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき 保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
国保被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受け始めたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

会 社 を 定
年 退 職 し
たとき

退職者医療制度の対象となったとき　　　
（※退職医療制度とは、会社などを退職して、

年金（厚生年金など）を受けられる 65 歳未
満の人とその被扶養者（65 歳未満の国保被
保険者）のための医療制度です。

保険証、年金証書、印鑑
（※退職者医療制度の対象となったら、必

ず届け出をお願いします。）

その他

長島町内で住所が変わったとき 保険証、印鑑
世帯主や氏名が変わったとき 保険証、印鑑
世帯が分かれたり、一緒になったとき 保険証、印鑑
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき 身分証明書（運転免許証など）

ご
存
じ
で
す
か
？

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」 

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
？　

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
は
、
価
格

の
安
い
薬
で
す
。
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ

る
医
薬
品
に
は
、
同
じ
効
果
・
成
分
で
も
、

高
い
薬
の
「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
と

安
い
薬
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）」
が
あ
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
新
薬
よ
り
約
２
～
７
割
も
安
価
で

す
。

▼「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
新
薬
、

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
、
患
者
さ
ん
自

身
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
選
ぶ
こ
と
は
、
薬

代
を
低
く
抑
え
、
自
己
負
担
額
の
節
約
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
伸
び
続
け
る

医
療
費
の
削
減
も
期
待
で
き
、
厚
生
労
働

省
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
に
よ
る
使
用
促
進
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

▼「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
、
国
民
健
康
保
険
証
の

交
付
に
併
せ
て
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
」も
配
布
し
て
い
ま
す
。（
前

期
高
齢
者
は
前
回
配
布
済
み
）
ま
た
、
新

た
に
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
さ
れ
る
人
に

は
被
保
険
者
証
交
付
と
同
時
に
お
渡
し
し

ま
す
。

▼
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
切
り
替

え
た
い
と
き
は
？　

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
言
い

に
く
い
場
合
は
、｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド｣

を
提
示
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

※
使
用
し
て
い
る
薬
や
症
状
に
よ
っ
て

は
、
先
発
医
薬
品
し
か
発
売
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
、
調
剤
す
る
薬
局
で
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
年
齢
が
変
更

わ
が
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

平
成
23
年
度
の
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
年
齢
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

●
【
変
更
前
】

　

小
学
６
年
生
（
12
歳
相
当
）
か

ら
高
校
１
年
生
（
16
歳
相
当
）
の

女
子

●
【
変
更
後
】

　

中
学
校
１
年
生
（
13
歳
相
当
）

か
ら
高
校
１
年
生
（
16
歳
相
当
）

の
女
子

　

す
で
に
１
回
以
上
接
種
し
て
い

る
か
た
は
本
年
度
も
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
の
た

め
、
新
規
で
の
接
種
は
７
月
ご
ろ

ま
で
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
に

接
種
を
希
望
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
不

足
の
た
め
接
種
で
き
な
か
っ
た
高

校
１
年
生
（
４
月
よ
り
高
校
２
年

生
に
な
っ
た
女
子
）
は
、
平
成
23

年
度
に
お
い
て
も
接
種
で
き
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
０
７

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と

　
　
　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
再
開

　

４
月
１
日
か
ら
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
プ
レ
ベ
ナ
ー
）
と
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
（
ア
ク
ト
ヒ
ブ
）
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
接
種
後
の
死
亡
事
例

が
複
数
報
告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

念
の
た
め
、
平
成
23
年
３
月
４
日

か
ら
一
時
的
に
見
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
専
門
家
の
会
議
で
評

価
を
行
っ
た
結
果
、
安
全
性
上
の

懸
念
は
な
い
と
さ
れ
た
た
め
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
接
種
を
再

開
し
ま
し
た
。

■
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は

安
全
で
す
か
？

　

専
門
家
の
評
価
に
よ
る
と
、
現

在
得
ら
れ
て
い
る
知
見
の
範
囲
で

は
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
に
つ
い
て
、
心
配
は
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
接
種
の
予
定
か
ら
遅
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
す
か
？

　

接
種
の
間
隔
が
、
予
定
よ
り
多

少
開
い
た
と
し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
た
後
の
免
疫
へ
の
効

果
に
は
問
題
が
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
病
気
か
ら
身
体
を
守
る
免

疫
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
間
隔
が

多
少
ず
れ
た
と
し
て
も
、
な
る
べ

く
早
く
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
同
時
に
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
で
き
ま
す
か
？
接
種
し
て
も
大

丈
夫
で
す
か
？

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
（
３

種
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
日
に

接
種
で
き
ま
す
が
、
医
師
の
判
断

と
保
護
者
の
同
意
に
よ
っ
て
、
同

時
に
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
時
接
種

は
、
早
く
免
疫
を
つ
け
た
り
、
受

診
の
回
数
を
少
な
く
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。

■
基
礎
疾
患
（
持
病
）
が
あ
る
子

ど
も
は
接
種
し
な
い
ほ
う
が
良
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
か
た
は
、
疾

患
に
よ
っ
て
は
、
感
染
症
に
か
か

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、
髄

膜
炎
や
敗
血
症
な
ど
の
重
い
感
染

症
を
早
く
か
ら
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反

応
に
つ
い
て
も
よ
り
注
意
が
必
要

で
す
。
主
治
医
と
よ
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
０
７
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i n f o r m a t i o n

地デジの準備は大丈夫？

◎問い合わせ先
　役場企画財政課
　☎（86）1111
　　内線 1561

見
直
し
さ
れ
た
各
種
手
当

手当の名称
改定前の金額

［平成 23 年 3 月まで］

 

改定後の金額

［平成 23 年４月から］

特別障害者手当 月額 26,440 円 月額 26,340 円

障害児福祉手当 月額 14,380 円 月額 14,330 円

経過的福祉手当 月額 14,380 円 月額 14,330 円

特別児童扶養手当（１級） 月額 50,750 円 月額 50,550 円

特別児童扶養手当（２級） 月額 33,800 円 月額 33,670 円

児童扶養手当 ( 全部支給 ) 月額 41,720 円 月額 41,550 円

児童扶養手当 ( 一部支給 )
月額 41,710 円

　　～ 9,850 円

月額 41,540 円

　　～ 9,810 円

※消費者物価指数の下落に伴う改定

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　
［
福
祉
事
務
所
］

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
３
２

地デジ詐欺にご注意を！
　テレビの地デジ対応やアンテナ工事業者を装った地デジ詐欺が発生しています。
身に覚えの無い工事や代金請求にはご注意ください。
　総務省、テレビ局、その他関係機関がお金を請求することはありません。
○頼んでいない用件や知らない用件は、はっきり断りましょう
○おかしいと思ったら、迷わず警察へ連絡を !

　

平
成
23
年
4
月
か
ら
、
消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
に

伴
い
、
各
種
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
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水道業務が指江庁舎で一本化
4 月 1 日から長島町役場水道係は指江庁舎水道課に統合されました。

水道検針・徴収員 地　　　　　区

瀨戸　繁盛

田尻西・田尻東・火ノ浦・川床下・川床中・

川床上・川床上 ( 住宅 )・小坂・牧・市来崎・

脇崎・塩追

玉置ヨシエ
山門野下・山門野中・山門野上・加世堂・

梅ノ木山

山角　耕三
赤崎・山寺・山寺団地・山寺住宅・山中・

山中団地・本町・西・矢堂・官公署
清　　弘子 宮ノ浦・野中・菅牟田・上揚

小田　節子 浦底・浦底岳・福ノ浦・桂代・三船

冷水　澄夫 伊唐・薄井・白瀬・本浦・葛輪

小林　和美
片側・黒崎・御所ノ浦・平河内・湯ノ口・幣串・

柏栗・立石

松尾　　安
平尾中南・母良木・藤之元・萩之牟礼・犬鹿倉・

杉ノ段
大迫由紀子 口之福浦・茅屋・北方崎・浜漉

清水カツミ 蔵之元・小浜

山中　秀紀 指江・城川内

小川　幸治 川内・唐隈・広野・潟・汐見・馬込

▼お願いとご協力

　毎月、水道検針・徴収員が腕章をはめ

て住宅敷地内に立ち入り、メーター検針

と徴収業務を行いますのでご理解とご協

力をお願いします。

▼開栓・閉栓業務

　開栓・閉栓などの業務については、原

則として来庁して手続きをお願いしてい

ますが、4 月 1 日から場合によっては電

話でも受け付けします。

▼  鷹巣庁舎での収納業務

　納付書を紛失したり、忘れて鷹巣庁舎

に来庁された際、再発行手続きは会計課

で対応します。

★浄化槽市町村整備事業 ( 旧 東 町区域 )

　【５人槽の場合】

①補助金額

　事業費から 170,000 円を控除した残りの額

を補助

②放流口

　９m 相当分 35,000 円を補助

③単独槽撤去補助

　国 :30,000 円　県 :30,000 円　町 :30,000 円

　合計 90,000 円を補助

水道課の事業紹介

★浄化槽市町村整備事業 ( 旧長島町区域 )

　【５人槽の場合】

　①分担金額　170,000 円

　②放 流 口

　　９m まで町で単独工事で施行

　　( 浄化槽本体から 10m)

　③単独槽撤去補助

　　 国 :30,000 円　 県 :30,000 円　 町 :30,000 円

　　合計 90,000 円を補助

★集落排水の使用開始等の届出

　使用者が施設の使用開始、休止したときは、

水道課へ届け出てください。

◎問い合わせ先
　役場水道課
　☎（86）1111
　　内線 2131
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i n f o r m a t i o n

※公表の承諾を得た人を掲載。かごしま応援寄附金として鹿児島県に寄附された人は、
氏名等の公表の承諾を得られていないため、掲載していません。

●平成 22 年度中に長島町へ直接寄附された皆さん（受付順）

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
基
づ
い

て
寄
附
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
本
町
出
身

者
ら
74
人
か
ら
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
礼

と
し
て
本
町
の
特
産
品
を
お
届
け
し
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、
平
成
23
年
度
も
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を
募
っ
て
い
ま

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

花と石積みで彩られた花壇

千葉県 江口　　實さん
京都府 長井　　弘さん
大阪府 山上　　静さん
京都府 川畑　清勝さん
鹿児島県 浦底　　溜さん
兵庫県 東中川律枝さん
愛知県 大橋ヒトミさん
群馬県 八木美津香さん
神奈川県 川添　用吉さん
鹿児島県 飯尾　暉英さん
神奈川県 嵜迫　敏成さん
大阪府 福嵜　健雄さん
千葉県 堤田　正和さん
大阪府 川島　末男さん
鹿児島県 石塚　政揮さん
埼玉県 竹山　利男さん
千葉県 川添　　努さん
広島県 杉原　輝男さん
兵庫県 山下　正弘さん

京都府 本村　俊二さん
東京都 長屋　昌宏さん
東京都 長屋　宏之さん
東京都 遠藤　宏子さん
茨城県 浦　　眞一さん
愛知県 飯尾　政寿さん
東京都 中村　義幸さん
千葉県 若田ナヲエさん
東京都 中村　義友さん
埼玉県 江口　政文さん
東京都 福永　好克さん
千葉県 町口政二三さん
埼玉県 三反田　満さん
鹿児島県 山本　勝己さん
東京都 堀野　久子さん
群馬県 田島　昭美さん
鹿児島県 大畑　壽夫さん
神奈川県 上　　周史さん
鹿児島県 寿福　　誠さん

滋賀県 奥村　隆志さん
埼玉県 山外　英隆さん
東京都 古川　善久さん
長崎県 尾下　久夫さん
東京都 児島　安喜さん
熊本県 江良　正司さん
神奈川県 東　　一市さん
茨城県 大川　和男さん
山梨県 中村　　満さん
東京都 児島　幸治さん
鹿児島県 坂上　法子さん
東京都 金磯　善博さん
大阪府 浦　　昌弘さん
神奈川県 山上　信弘さん
鹿児島県 石橋　道子さん
長崎県 山口　實幸さん

す
。
長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
ま

た
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、こ
の
制
度
を
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

●寄附金等の収入額
　①県協議会（かごしま応援寄附金）からの交付金　　　238,884 円
　②夢追いふるさと長島景観寄附条例に基づく寄附金　 3,000,000 円
●寄附金等の活用方法
　平成 22年度
　①夢追いふるさと長島景観基金　　                                 2,115,000 円
　②ぐるっと一周フラワーロード事業　　　　    　　   　 338,884 円
　平成 23年度
　①活性化に関する事業                                                                   785,000 円
　　ながしま造形美術展の開催
　　奨学金や図書購入などの教育費　など

ふ
る
さ
と
と
の

絆
づ
く
り
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役
場
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。（　

）
は
旧
職
で
す
。

〈
課
長
級
〉

総
務
課
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切　
　

豊

学
校
教
育
課
長

（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
元　

哲
勇

〈
課
長
補
佐
級
〉

建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
二
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濵
田　

健
二

建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
二
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
三
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

良
昭

税
務
課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
税
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
税
第

二
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

友
成

建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
三
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
四
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

久
信

建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
四
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
五
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

幸
弘

〈
係
長
級
〉

耕
地
課
主
任

（
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

広
成

教
育
総
務
課
主
任

（
鹿
児
島
県
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

宏
光

〈
係
員
〉

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

（
町
民
福
祉
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

朋
之

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
野　

雄
揮

町
民
福
祉
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

舞
子

総
務
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
口　

大
地

企
画
財
政
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

高
寛

税
務
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木　

悠
肇

総
合
管
理
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
長　

恵
美

長島町役場に５人が新規採用され、４月１日からそれぞれの部署で頑張っています。
そこでニューフェースの意気込みを紹介します。

役場の新人職員を紹介

企画財政課
山口　高寛（22）

　

こ
の
度
、
新
し
く
長
島
町
職
員
に
な
り

ま
し
た
山
口
高
寛
で
す
。

　

大
分
の
大
学
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、

長
島
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

税務課
柏木　悠肇（29）

　

新
し
く
職
員
と
な
り
ま
し
た
柏
木
悠
肇

と
申
し
ま
す
。

　

新
職
員
の
中
で
は
年
上
の
ほ
う
で
す

が
、
若
い
力
に
負
け
な
い
よ
う
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

総務課
水口　大地（22）

　

こ
の
度
、
総
務
課
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
水
口
大
地
で
す
。

　

早
く
仕
事
を
覚
え
、
一
人
で
も
多
く
の

長
島
町
民
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

町民福祉課
中村　舞子（30）

　

４
月
か
ら
職
員
に
な
り
ま
し
た
中
村
で

す
。

　

町
民
の
か
た
が
何
を
求
め
て
い
る
の

か
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
な
が

ら
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総合管理課
鶴長　恵美（22）

　

こ
の
度
、
長
島
町
職
員
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
鶴
長
恵
美
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

阿 久 根 地 区 消 防 組 合 派 遣

堀野　雄揮（22）

　

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
長
島
町
の

た
め
に
働
け
る
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
分
遣
所
の
一
員
と
し
て
、
町
民
の
役

に
立
て
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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３
月

１
日　
　
　

観
光
公
社
評
議
員
会
（
長
島
町
役
場
）

２
日　
　
　

新
博
多
駅
ビ
ル
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

　
　
　
　
　

ン
ト
（
福
岡
県
）

３
日　
　
　

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

４
～
16
日　

長
島
町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

15
日　
　
　

中
学
校
卒
業
式
（
鷹
巣
中
学
校
）

17
日　
　
　

本
町
地
区
道
路
改
良
知
事
陳
情　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

県
地
域
公
社
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

県
信
用
保
証
協
会
監
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

18
日　
　
　

花
か
ご
し
ま
２
０
１
１
花
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　

開
会
式
（
吉
野
公
園
）

20
日　
　
　

長
島
町
合
併
５
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

22
日　
　

    

長
島
町
防
災
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

長
島
町
救
難
所
設
置
準
備
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
役
場
）

23
日　
　
　

県
畜
産
振
興
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

24
日　
　
　

小
学
校
卒
業
式
（
平
尾
小
学
校
）

　
　
　
　
　

獅
子
島
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

県
土
地
改
良
事
業
団
連
合
会
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

28
日　
　
　

長
島
町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

29
日　
　
　

福
ノ
浦
消
防
格
納
庫
落
成
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
ノ
浦
）

30
日　
　

    

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

31
日　
　
　

九
州
電
力
へ
申
し
入
れ
（
出
水
市
）

　
　
　
　
　

長
島
町
退
職
者
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

北薩地域振興局ダイヤルイン化
　北薩地域振興局本庁舎では、平成 23 年３月７日から下記
の電話番号でダイヤルイン化になり、内線番号も変更になり
ました。
　［※代表電話の 0996（23）5151 は、平成 23 年度末まで使
用することもできます］

所　　　　　　属 電話番号

総務企画課
総務労政課 5106
地域振興課 5107

県税課

管理納税第一課 5202
管理納税第二課 5203
特別滞納整理班 5204
課税第一係 5205
課税第二係 5206

総務企画部ＦＡＸ 5555

■総務企画部

所　　　　　　属 電話番号

農林水産

総  務  課

総務企画係 5503
工事事務係 5504

ＦＡＸ 5670

農政普及課

農業振興第一係・第二係 5530
畜産振興係 5531
経営普及係 5532
技術普及係 5533

ＦＡＸ 5672

農村整備課

用地管理係 5518
整備第一係・第二係 5521
建設第一係 5523
建設第二係 5522
計画係 5520

ＦＡＸ 5671

林務水産課

林務係 5509
森林土木第一係 5510
森林土木第二係 5511

ＦＡＸ 5670

■農林水産部
所　　　　　　属 電話番号

建設総務課

総務企画係 5545
工事事務係 5547
管理係 5548
用地第一係 5549
用地第二係 5551

ＦＡＸ 5556

土木建築家

技術調整係 5285
道路建設第一係 5287
道路建設第二係 5289
道路維持第一係 5290
道路維持第二係 5291
建築係 5292

ＦＡＸ 5557

河川港湾課

河川砂防第一係 5653
河川砂防第二係 5655
港湾漁港係 5652

ＦＡＸ 5557

■建設部

警備員室 0996-25-5210
■時間外

⇒
　　
　直通電話・ＦＡＸは

　0996（25）ダイヤルイン（電話番号）
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「
長
い
道
」

こ
う
の 
史
代  

著

嫡ち
ゃ
く
し子

得
て
本
家
に
植
う
る
誕
生
樹　
　
　
　

淵
脇　
　

譲

余
震
な
ほ
又
夜
が
来
る
雪
が
降
る　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

茎く
き
だ
ち立

や
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
一

年
重
ね
齢
よ
わ
い

忘
る
る
誕
生
日　
　
　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

床
の
間
の
ぽ
っ
か
り
空
き
て
雛
収
め　
　
　

関　

佳
代
美

菜
の
花
を
散
ら
す
風
吹
く
漁
師
町　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

ブ
チ
は
寝
て
ク
ロ
は
歩
い
て
春
う
ら
ら　
　

迫
口　

君
代

春
牡
丹
気
丈
に
生
き
て
地な

い震
の
人　
　
　
　

大
堂　

早
苗

　ダメ男の旦那さんと能天気そ
うに見える奥さんのお話。く
すっと笑わせるけど、時々ゾッ
として最後はハッピーエンド
･･･ になっています。たぶん。

13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク村

上 

龍  

著

　たくさんの職業を知ることが
でき、その職業になるための情
報や補足も楽しい内容です。子
どもだけじゃなく大人も読めま
す。

老
の
耳
に
聞
こ
へ
と
ば
か
り
清す

が

し
く
て
若
鳶と

び

の
声
入
江
に

満
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
江

春
寒
き
庭
に
咲
き
初
む
沈
丁
花
の
ゆ
か
し
き
薫
り
に
去
り

難
き
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

春
空
に
海
渡
り
来
し
鶴
の
群
朝
日
に
映
ゑえ

て
湧
く
如
く
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

沈
丁
花
の
香
り
漂
ふ
朝
の
庭
春
の
湿
り
に
亡
き
夫
を
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

幾
日
も
寒
の
こ
も
れ
る
日
の
続
き
猫
と
静
か
に
家
に
こ
も

れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

恐こ
わ
ご
わ恐

と
チ
ャ
ン
ネ
ル
入
れ
る
毎
朝
の
テ
レ
ビ
見
つ
め
て
涙

す
る
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

熱
き
汁
手
づ
か
ら
あ
げ
だ
し
被
災
者
に
た
だ
祈
り
ま
す
生

き
て
く
だ
さ
い
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

術す
べ

な
く
只
祈
り
を
七
日
目
に
黙
祷
捧
げ
る
津
波
根
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

朝
ま
だ
き
沖
の
漁
船
ら
帰
り
く
る
鴎
か
も
め

飛
び
交
ふ
港
の
市
場

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

ほ
ろ
苦
き
タ
ラ
の
若
芽
を
食
む
時
に
津
波
に
遭あ

ひ
し
人
ら

思
ほ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

空
襲
の
惨
事
越
へ
来
て
今
見
る
は
津
波
原
発
の
更
な
る
惨

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

穏
や
か
な
日
差
し
を
待
ち
ゐい

し
鶴
群
か
鳴
き
つ
つ
帰
る
を

見
送
り
て
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

「
た
だ
い
ま
元
気
だ
っ
た
？
」
と
問
ひ
て
く
る
来
客
あ
り

て
心
弾
む
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

［
短
歌
］

命
ち
こ
そ
大
切
な
の
よ
忘
れ
ず
と
宝
ら
な
る
の
よ
健
康
な

る
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

永
年
の
念
願
か
な
い
沖
縄
の
ひ
め
ゆ
り
の
碑
に
涙
止
ま
ら

ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

春
晴
れ
し
心
の
痛
み
や
わ
ら
ぎ
ぬ　
　
　
　

宗
方　

正
喜
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
せ
ん
か

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が

契
約
者
と
な
り
、
加
入
手
続
き
を

行
っ
た
５
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構
成
員

を
被
保
険
者
（
補
償
の
対
象
と
な

る
か
た
）
と
し
て
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
の
種
類

・
傷
害
保
険
（
急
激
で
偶
然
な
外

来
の
事
故
に
よ
り
被
っ
た
傷
害
に

よ
る
死
亡
、
後
遺
障
害
、
入
院
、

手
術
、
通
院
を
補
償
）

・
賠
償
責
任
保
険
（
他
人
に
け
が

を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
物
を
壊
し

た
こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て

被
っ
た
損
害
を
補
償
）

・
突
然
死
埋
葬
費
用
保
険
（
突
然

死
（
急
性
心
不
全
、
脳
内
出
血
な

ど
に
よ
る
死
亡
）
に
際
し
、
親
族

が
負
担
し
た
葬
祭
費
用
を
補
償
）

○
加
入
対
象
者

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動

を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買

取
制
度

　

家
や
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
、

太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の
う

ち
、
使
わ
な
か
っ
た
電
機
の
買
取

を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
「
太

陽
光
発
電
の
余
剰
買
取
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
買
い
取

り
に
必
要
な
費
用
は
「
太
陽
光
発

電
促
進
付
加
金
」
と
い
う
項
目
で
、

電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
、
電
気

を
使
う
す
べ
て
の
か
た
に
ご
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
宅
向
け
太

陽
光
発
電
の
導
入
は
制
度
開
始
前

に
比
べ
約
3
倍
に
伸
び
て
お
り
、

価
格
低
下
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
更
な
る
太
陽
光
発
電
の
普

及
・
拡
大
を
、
国
民
全
体
で
支
援

す
る
た
め
に
、
本
制
度
へ
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
負
担
額

　

３
～
21
円
程
度
／
1
カ
月

○
負
担
額
の
使
わ
れ
か
た

　

太
陽
光
発
電
の
普
及

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
７
）
３
３
３

「
高
齢
者
学
級
」
開
設
団
体
募

集
　

各
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど

を
目
標
に
高
齢
者
学
級
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
方
法
は

指
導
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程

度○
開
設
期
間

　

平
成
23
年
５
月
～
平
成
24
年
２

月
ま
で

○
条
件

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を
確

保
で
き
る
こ
と

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と

○
申
込
期
限

　

平
成
23
年
４
月
30
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

「
生
涯
学
習
学
級
」
開
設
団
体

募
集

　

自
主
的
に
企
画
や
運
営
を
す
る

生
涯
学
習
学
級
の
開
設
を
希
望
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

平
成
23
年
５
月
～
平
成
24
年
２

月
ま
で

○
条
件

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ
と
。

た
だ
し
、
芸
術
文
化
団
体
の
育
成

の
場
合
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る

団
体
で
も
可
。

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ

り
特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
す
る
。

・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
こ
と
。

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と
。

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が
あ

る
こ
と
。

○
不
採
択

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
活
動
、
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性
が

低
い
場
合
。

・
他
の
機
関
、
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合
。

・
町
か
ら
の
助
成
金
を
も
っ
ぱ
ら

飲
食
に
当
て
て
い
る
場
合
。
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・
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合
。

・
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

低
い
場
合
。

・
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過
し
、

独
力
で
の
活
動
が
適
当
と
認
め
ら

れ
る
場
合
。

○
申
込
期
限

　

平
成
23
年
４
月
30
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税

制
を
ご
存
じ
で
す
か

　

グ
リ
ー
ン
化
税
制
と
は
、
地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
地
球
に
や
さ
し
い
自
動
車

の
開
発
・
普
及
を
図
る
た
め
、
自

動
車
の
排
出
ガ
ス
性
能
な
ど
に
応

じ
て
自
動
車
税
を
減
額(

軽
課)

ま
た
は
増
額(

重
課)

す
る
制
度

で
す
。 

○
平
成
23
年
度
に
自
動
車
税
が
減

額(

軽
課)

さ
れ
る
自
動
車

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
末
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
し

た
次
に 

該
当
す
る
自
動
車

・
電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
お
よ
び
一
定

の
排
出
ガ
ス
性
能
を
満
た
す
天
然

ガ
ス
自
動
車
（
お
お
む
ね
50
％
を

減
額
）

・
低
燃
費
車
で
か
つ
一
定
の
排
出

ガ
ス
性
能
を
満
た
す
低
排
出
ガ
ス

認
定
車
（
お
お
む
ね
50
％
を
減

額
）

※
減
額(

軽
課)

さ
れ
る
の
は
、

新
車
新
規
登
録
し
た
年
度
の
翌
年

度
の
１
年
限
り
で
す
。

※
平
成
22
年
度
に
減
額
さ
れ
て
い

た
自
動
車
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

減
額
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
税
が
増
額(

重
課)

さ

れ
る
自
動
車

・
平
成
12
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

車
新
規
登
録
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

（
お
お
む
ね
10
％
を
増
額
）

・
平
成
10
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

車
新
規
登
録
し
た
ガ
ソ
リ
ン
車

［
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
を
含
む
］（
お
お
む
ね

10
％
を
増
額
）

※
増
額(

重
課)

と
な
っ
た
自
動

車
は
、
抹
消
登
録
す
る
ま
で
重
課

さ
れ
た
税
額
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
自
動
車
検
査
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。
今
年
の
納
期
限
は
５

月
31
日(

火)

で
す
。
５
月
上
旬

に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

○
鹿
児
島
県
の
自
動
車
税
は
金

融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ペ

イ
ジ
ー
収
納
の
ほ
か
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、

Yahoo!JAPAN

公
金
支
払
い
の
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
Ｄ
ｉ
ｎ
ｅ

ｒ
ｓ
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ　

Ｅ

ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
）

○
災
害
に
よ
っ
て
自
動
車
に
損
害

を
受
け
た
場
合
や
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
、
精
神

障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
の
方

の
た
め
に
自
動
車
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
自
動
車
税
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
５
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

知
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
の

ご
案
内

　

川
内
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約

制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
予
約
申
し
込
み
方
法

・
相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら
各

市
町
の
国
民
年
金
係
の
窓
口
で
受

け
付
け
ま
す
。

・
予
約
を
受
け
付
け
る
際
は
、
相

談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏
名
、
基
礎

年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

○
予
約
日
＝
5
月
12
日
、
８
月
11

日
、
11
月
10
日
、
2
月
9
日

○
予
約
時
間
帯

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時

○
相
談
時
間
＝
原
則
20
分

　
（
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望
の

日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

※
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
）、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書

な
ど
の
ほ
か
、
相
談
者
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご

持
参
の
う
え
、
予
約
時
間
10
分
前

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理

の
か
た
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際

に
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
都
合
に
よ
り
来
所
で

き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　

町
民
福
祉
課
年
金
係

　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１
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活躍！樋渡速太さんが初出場大 県下一周市郡対抗駅伝競走大会

校園の美味しい米です
川床小学校からプレゼント

持ち良く過ごせるように気 「もみじの手の会」がボランティア

　第 58 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
が 2月 19 日から５日間、589 ㎞で競われ、本町
から鶴翔高校２年生樋渡速太さん（鷹巣中学校出
身、菅牟田）が初出場を果たしました。
　樋渡さんは、初出走ながら「上位での郷土入り」
を目標とする２日目の３区（10.9 ㎞）をまかされ、
見事区間３位の好走でチームの順位を上げ、４区
にたすきを渡しました。２回目の出走は、４日目
の１区（11.9 ㎞）で、高低差 400 ｍ、8 ㎞の上
り坂が続く難コース “亀割峠” となりました。各
チームのエース級が出走する中、堂々の走りを見
せ大活躍してくれました。

　２月 23 日、川床小学校（片岡光治良校長）
では、しいなし公園（ホタルの里）近くの川
床小みんなのスマイル田んぼ（学校園）で育
てたお米を、養護老人ホーム長生園と特別養
護老人ホーム桃源郷にプレゼントしました。
　同校では、例年両施設にお米を届けるとと
もに、入所者との交流を深めていて、この日
も５年生の 10 人が訪ね、約 50 ㎏のお米を
贈りました。このあと、子どもたちと入所者
らは話をしたり、記念撮影をしたりと交流を
深めていました。
　入所者のかたがたは、「毎日食べるお米を
いただき、本当にありがたいです」と子ども
たちにお礼を述べていました。

　３月 19 日、「もみじの手の会（柳九留子会長）」
は、特別養護老人ホーム桃源郷で施設内の掃除な
どのボランティアを行いました。同会は、１年半
前から同施設を毎月第１、第３金曜日の２回訪ね、
掃除や洗濯畳み、新聞紙でのごみ袋つくりなどを
行い、入所者や施設から大変喜ばれています。
　会員らは「何かボランティアができたらという
ことで始めました。作業中入所者から声をかけら
れたらうれしいですよ」と話していました。

特別養護老人ホーム桃源郷で入所者と一緒に記念撮影↑

４日目の１区、霧島市国分南中学校スタート地点↓

施設内の部屋や廊下などを掃除中↑

学
養護老人ホーム長生園で入所者と一緒に記念撮影↓
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万個の紅甘夏を配付１ 新博多駅ビルプレオープン

↑「ＪＲ博多シティ屋上つばめの杜ひろば」で
　一人一人に紅甘夏を配付

　３月１日、２日、新博多駅ビルのプレオー
プンがあり、新幹線全線開通を前に、獅子島
の紅甘夏を来場者に配布しました。
　これは、博多ターミナルビル株式会社（丸
山康晴代表取締役）の全面的な協力があり、
新幹線沿線で一番近い島（本町獅子島）から
のプレゼントをお届けしようと企画されまし
た。
　会場となった「ＪＲ博多シティ屋上つばめ
の杜ひろば」には、両日にわたり約３万人も
の来場者があり、獅子島の生産者と本町の職
員など関係者 17 人で配付のお手伝いをしま
した。竹篭にはきれいな紅甘夏が盛られ、来
場者一人一人に紅甘夏と長島町の観光パンフ
レットなどを入れて手渡すと大喜び。試食も
準備され、会場は長蛇の列で大好評となりま
した。

たな希望を胸に巣立つ
町内の小中学校で卒業式

林水産大臣賞おめでとう農 第 33 回全国海の子絵画展

新
　町内の中学校で３月 15 日、小学校で 24 日、
卒業式が行われました。
　幣串小学校では、男子１人、女子３人の計４人
が卒業。坂元英透校長から卒業生一人一人に卒業
証書が手渡され、「大事に育ててくれた家族に感
謝するとともに、４人それぞれの個性を中学校で
も発揮して」と激励の言葉が贈られました。
　卒業生の「お別れの言葉」が始まると、児童や
保護者らは目がしらを押さえ、涙を流して別れを
惜しんでいました。

　　本浦小学校（下園昌三校長）２年生の植元武
蔵君が、全国海の子絵画展で農林水産大臣賞を受
賞しました。植元君の絵は、鯛やタコが泳ぐ豊か
な海に、自分も飛び込んで一緒に泳いでいるもの
です。まさに「自然豊かな長島の海」を表現した
ものとなっています。受賞した植元君は「受賞し
てびっくりしました。本当にうれしいです」と話
していました。

会場からたくさんの拍手を受け退場する児童たち↓

受賞した植元武蔵くんの作品↑

21 広 報 な が し ま



（　）内は前月比

11,539(  -98)
  5,557( -33)
  5,982( -65)
  4,362( -30)

平成 23 年３月 31 日現在

　花フェスタがスタートし、1 カ月がたちました。各会場の花も咲き誇り、文化ホー

ル周辺・太陽の里・針尾公園もたくさんのかたが訪れています。今後も、下記の

ようなイベントを用意し、皆さんのご来場をお待ちしております。

☆押し花アート体験☆
日　　時　　４月 17 日（日）
場　　所　　文化ホール２階　
対　　象　　個人・団体
内　　容　　押し花で作品作り
参 加 料 　   300 円（材料費）
募集期間　　随時受付（当日も可）

☆春の種まき会☆
日　　時　４月 23 日（土）
場　　所　イベント広場
参 加 料    200 円（材料費）
花の種類　マリーゴールド、ケイトウ、
　　　　　百日草など
申込期限　４月 22 日（金）

４月～５月の当日受付イベント紹介

はなちゃん

期　　日 イベント名 場　　所 時　　間 参加料 備　　　考
4/29~5/5 盆栽生け花展示会 文化ホール 2 階 9:00 ～ 16:00 無料
5/3~5/5 バレイショ無料配布 イベント広場 10:00 ～ 無料 毎日先着 300 名様

5/5 ちびっこフェスティバル イベント広場 10:00 ～ 15:00 100 円 ゲーム２回分
5/7 うたの花束コンサート 文化ホール 10:00 ～ 無料 童謡歌手沖吉けいこ
5/8 バレイショ収穫祭 太陽の里 10:00 ～ 300 円 収穫と試食

5/14 永井龍雲ライブ 2011 文化ホール 18:30 ～ 2,000 円
5/15 花フェスタクイズ大会 イベント広場 10:30 ～　13:30 ～ 無料 100 名

◎問い合わせ先
　「夢追い長島花フェスタ」実行委員会
　事務局（長島町景観推進課景観係）
　☎（86）1111（内線 1270）

※ 雨 天 時 に は、 屋 外 で の イ ベ ン ト は 場
所や日程を変更して実施いたします。

赤潮被害義援金を分配

↑長元組合長と新蔵長島支所長の両氏
　へ義援金が手渡されました。

　３月８日、東町漁業協同組合と北さつま漁業協同
組合に、赤潮被害救済のために寄附されていた追加
分の義援金（総額 38 万 1431 円）　が引き渡されま
した。
　これは、2 年連続で深刻な赤潮被害に遭った養殖
業者などに対して、各種団体（３団体）などから贈
られていたものです。この日は、東町漁業協同組合
の長元信男組合長と、北さつま漁業協同組合長島支
所の新蔵正人支所長が町長室を訪れ、川添健町長か
ら義援金を受け取りました。
　両氏からは「今回赤潮被害のため義援金をいただ
き大変感謝します」とお礼がありました。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午、●夜間当番医 19 時～ 23 時）

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は、「自然にしたしむとともにそ
の恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを
趣旨としています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は、「こどもの人格を重んじ、こ
どもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」
ことを趣旨としています。

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１ ６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１   ６/１   ６/２   ６/３   ６/４

２ ３ ４ ５

２０１１5
○長島クリニック88-6405
○境田医院 67-2600
○いまむらクリニック 73-1700
○キッズクリニック 63-7707
○つばさ歯科医院 62-8519
□エンジェル薬局 65-7637
□さくら薬局 63-7700
□市民調剤薬局 68-0150
□しおかぜ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●内山病院 73-1551

　　　憲法記念日

○平尾診療所 88-2595
○福永内科循環器科 62-8200
○しみずこども医院 68-0633
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
○しお歯科医院 67-5844
□かりん薬局 64-1400
□こがね薬局 64-1132
□すくすく薬局 72-501
◇しみずこども医院 68-0633

　　　みどりの日

○飯尾医院 88-5040
○二宮医院 62-0167
○門松医院 64-6100
○よう皮ふ科医院 63-1112
○しお歯科医院 67-5844
□あすか薬局 63-7322
□中央薬局 73-2907
◇二宮医院 62-0167

　　　こどもの日

○鷹巣診療所 86-0054
○東医院 67-1861
○山田クリニック 72-0420
○奥田蘇明会医院 82-3998
○白男川歯科医院 63-0009
□あじさい薬局 67-2055
□のぞみ薬局 73-2131
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○長島クリニック88-6405
○つかさとクリニック 67-5560
○北国医院 72-0016
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○スマイル歯科医院 75-3300
□いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300
□上野薬局 72-1016
□しおかぜ薬局 88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

◎日本脳炎
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●脇本病院 75-2121

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●黒木胃腸科外科医院 75-0200

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○来仙医院 84-2005
○林胃腸科外科 73-3639
○高尾野医療センター 82-0017
○北園歯科医院 64-2151
□高尾野会営薬局 64-2110
□阿久根薬局 72-1017
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●鶴見医院 73-0553

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床 ･山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○楠元内科医院 62-8600
○植村整形外科 72-1041
○市川医院 63-3151
○脇本病院 75-2121
○水野歯科医院 82-0064
□ポポロ薬局 63-4630
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松 64-1500

◎日本脳炎
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●北国医院 72-0016

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎子宮・乳がん検診
◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■びん・有害（獅子島 )

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○吉井医院 67-1111
○有村産婦人科・内科 73-4180
○吉井中央病院 62-3111
○椎原歯科医院 67-4111
□マリン薬局 63-6678
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●林胃腸科外科 73-3639

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ＭＲ
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は、「日本国憲法の施行を記念し、
国の成長を期する」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


